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「インターネットラジオ＋α」を
「ラズパイ」で作ってみた！
Part1

2



「インターネットラジオ＋α」を「ラズパイ」で作ってみました！

「ラズパイ」（Raspberry PiというIoT向け組込みボード）で米国で流行？の

「インターネットラジオ」 （「ながら作業・運転」で人気）を作成・・・

です「が」、単なる「ネットラジオ」では飽き足らず、「人を識別」して

「好きな音楽放送局を選ぶ」 ”Pandora”ライクな賢いラジオがで

きないか・・・と

更には、カメラ使うなら「ラズパイで地域防犯できないか？」

と思いラフスケッチを描いていたところ・・・
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えっ・・・？ 改正個人情報保護法？

インターネットラジオ＋α｛見て、聞いて、話す｝
作ってみた！
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任意のラジオ配信
サーバーに繋ぎに行く

ソフトはpythonで“あっ”と言う間に「簡単」に作れる・・・
（なんと、コピペ×使いまわしでスラスラと・・・）
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デバイス
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mpc/mpd（インターネットラジオ）

Julius
jcontrol（音声認識）

OpenJTalk: jsay（音声合成）

基本的に各アプリのコマンドを
繋げれば完成！

Raspberry Piでインターネットラジオ

Picamera＋OpenCV（顔判定、顔認識）



材料は秋葉原で調達・・・
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意外に安く出来る・・・
→IoT時代は「デバイス」と「クラウド」のコストが激安になるらしいが・・・？

インターネットラジオ＋α

基本部分：インターネットラジオ

拡張部分：顔認識＋音声合成＋音声認識

追加：赤外線カメラ、サーボ、大気圧センサー、赤外線センサー、焦電赤外線センサー、USBオーディオ変換
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iRadio
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Internet

ラジオ
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顔認識

音声認識

音声合成

顔認識・音声認識
および音声合成で
好みの音楽を選択

♪～

顔認識→「好きな音楽放送局を選ぶ」

ﾏｯﾀﾘ、お楽しみ～♪
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顔認識→「好きな音楽放送局を選ぶ」＋β（地域防犯）

が、まてよ？ついでに「地域防犯」もできるじゃないか？
→クラウドを使えば「顔画像の共有」は簡単に出来る・・・筈・・・

近所の
役にも

立てるか？

OpenCVでの顔検知と認識
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機能 技術 データ 情報の分類 匿名加工

顔・物体認
識（顔認証）

OpenCV 顔認識テンプレート
（グレイ画像テンプレー
ト）
「ｘｘさんの顔」自体
または統計的情報をも
つ
カスケードデータ

・目視での判別不可に
するだけで良い？

音声認識
（声紋認識）

Juｌius 固有名詞（文言）などの
データ
（声紋データ）
「ｘｘさんからの声」

・相手に名前を言わせ
るは個人特定性？

音声合成
（会話での認
証？）

OpenJTalk 固有名詞（文言）などの
データ
「ｘｘさーんの声がけ」

・地域内で人が分る表
現は個人特定性？

※名前を言って応答
を待つ、文言から顔画
像や名前が特定でき
るなら、個人特定性？

お＾おオープンで実績ある「匿名加工技術」が少ない・・・
k-匿名化法はデータが多数あって成立する、スモールスタートはどーなる？

β（地域防犯）への壁！? （別のIoT時代・・・!?）

個人情報？
準個人情報？
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IoTのビフォー・アフター？
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IoTのIDの振分け？

IoTとは？
Part2
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IoTとは？「大量データ分析→相関分析→アクション」
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IoT市場の未来予測[1]～[4]

2015/6/12 14



こんな事かもしれない・・・
（可視化⇔予測分析⇔自動最適）
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IoTの処理連携の抽象化
「センサー→数理統計処理→アクション」
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IoTはどうやって生まれる？
Part3
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IoTのビジネス化（シーズとニーズ）
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IoTの実現方法の分類
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IoTのプラットフォーム[5]（IoTを作りやすい土台が既にある）
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• Apple

• HomeKit（Siri→音声コマンドで家電操作、ホームセキュリティ）

• Bosch

• Home Control Gateway(Z-Waveとの組合せによるHAとリモートモニタリング)

• Google

• Google IO 2015/Google Cloud Messaging (プッシュ配信), Nest（人工知能、サーモスタットの操作）

• iControl

• OpenHome（照明、ドアロック、カメラ、サーモスタットをアプリ上で一元管理。活動量計とも連携）

• Microsoft

• Microsoft Azure/Windows 10 for IoTなど

• Qualcomm

• AllJoyn／AllSeen Alliance

• The Open Interconnect Consortium（OIC）

• オープンなコネクティビティ

• その他（多い, OpenHab、IFTTT、ユビキタスなど・・・）

現時点、群雄割拠な状況となっている・・・



IoT時代の個人情報
欧州の見方（IoTA）
Part5
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欧州のIoTA（IoTアーキテクチャー）[6]
6.1.1.3 Right to Privacy is never absolute
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プライバシー 国家安全保障

侵害

開示権利

調整

現在
データ

将来データ⇒増
（過渡的データを含む）

将来データ
（含まない）

ＥＵ：データ保持ルール

差分が議論



欧州のIoTA（IoTアーキテクチャー） [6]
6.1.2.1 People tempted to relax Privacy for a better experience
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プライバシー利用
しない

プライバシー利用
する

プライバシー確保 プライバシー浸食

利点・利便性なし 利点・利便性あり

F(地域×内容)

欧州のIoTA（IoTアーキテクチャー） [6]
6.1.2.2 More connectivity for more convenience 
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①メディカルケア
監視センサー（ヘルス系）

②電子パスポート
IDカード（入管系）

③ATMまたはPOS端末
セルフバンキング
（銀行決裁系）

④電気製品コード
ＲＦＩＤ（ＳＣＭ）
（ロジスティクス系）

インテリジェンス共有
（グローバル接続）

バックオフィス
インテリジェンス

個人が「オンライン
ポリシー」を読んで
理解⇒非現実



課題とまとめ
Part6
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IoTの「スリーモンキー」は
いりますか？

課題とまとめ
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課題
• ライフログ、リアルタイムデータを匿名加工するＯＳＳ？

• 簡単に出来る「プライバシーｂｙデザイン」が望まれる
• ＯＳＳではK‐匿名化法など十分なツールがない？

• 匿名できない少数は暗号化（スモールスタート）？
まとめ
• IoTデバイスは今や簡単に開発できる、が、
• 「分析精度」を求めるとクラウドサービスに頼る事になる

①顔や物体画像の認識には合否データ含め数千枚の画像
を混ぜてトレーニングが必要（登録、ここだけ時間がかかる）

②XMLで包まれたデータ管理が重要（諸事情で出し入れするのか？）

③物体でも「紐付け」ば問題？（ナンバープレートはどうなるのか？など）
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